
◆講演『原子力を巡る国際動向(米国の状況を中心に)』 

 政策研究大学院大学  根井 寿規 氏 

【講演概要】 

 世界的に 2050 年カーボンニュートラルに向けた取り組みの中で、原子力の価値が高まってきている。こ

うした動きについて、特に法制度整備を含めた体系的な取り組みが進められている米国の例を中心に説

明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆講演『日本の電力政策の課題と展望―GX（ｸﾞﾘｰﾝﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）を進めるために』 

  NPO 法人国際環境経済研究所理事、東北大学特任教授  竹内 純子 氏 

 

【講演概要】 

生活・経済を支える「インフラ中のインフラ」である電力。その価格が高騰したり、供給が不安定になれば

生活・経済を直撃することになります。わが国は東日本大震災を機に、再生可能エネルギーの急速な普及

を進めてきましたが、一方で近年、電力価格の高騰や供給不安が頻発しています。 

今後の人口減少やデジタル化、気候変動対策などを踏まえて、電力政策はどうあるべきか。その課題と展

望を考えます。 
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